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生中のクワシPカイガラムシへの攻撃は5月中旬から

11月下旬ごろまでみられた。それの年間における発

生量は7月下旬～8月上旬に最も多く（10株当たり

15匹），9月以降から次第に減少した。

（2）C血Jeid〃id‘生類およびか約日／iんん成績：年間

をとおして最も多く発生した天敵こん虫はトビコバチ

科ではタロカキカイガラトビコバチとチビト　ピコパチ

の2種類で，次いで仇抑亘ハ血流レ叩．およびph彗叩－

〃′J∴いh∫タいざ…／・JJi／t′〆，・什・、り・～Jh∴一‥、∫し．

車高再hp　叩．・ミスジオナガツヤコバチの順位に多

かった。

4　む　　ナ　　び

東北地域におけるクワシPカイガラムシの天敵こん

虫について，こん虫の種煩，季節的発生消長などを詞

べた結果，C。わ。〆げα　類ではヒノアカポシテントウ

およびキムネタマキスィ，ハレヤヒメテントウなど既

知のもの8種類，そして，許種封需加化せ叩．几Op．

の生息を認めた。これら天敵こん虫のうち，ヒメアカ

ポシテントウおよびキムネタマキスィ．ハレヤヒメテ

ントウなど主要なものは，1年に2～5世代を繰り返

し，幼虫，成虫ともに捕食能力が大きい。C血流汀山一

山元こ　類はチビトビコバチ，ミスジオナガツヤコノミチ

など既知のもの5億煩，ツヤコバチ科のこん虫で種名

が明らかでないもの4種類を認めた。また．仇潤わパー

ム払わ属および上付わdi〆○山∫属類の捕食性タマバェ

をそれぞれ1種類ずつ新種として発見した。上叩ido－

〆βrα類ではハガタキコケガの生息を認めた。C■んJJ

eid山d一α煩および仇≠亘〃血ん属類のうち，クワシロ

カイガラムシの雌虫に最も多く寄生していた種類はナ

ビトビコバチと加扉り吊最α叩．であった。

以上のことから．東北地域では桑園におけるクワシ

pカイガラムシの生息密度の低下に，天敵こん虫が重

要な役割を果たしているものと考えられる。

蚕種催青中の気流が貯化および蟻蚕に及ぼす影響について

生招　俊夫・常盤　甫
（福島県蚕試）

1　ま　え　が　き

近年．福島県内においては空謁機を導入した蚕種共

同催青所が各郡単位で建設され．現在10カ所となっ

ている。そこで筆者らは一昨年4カ所を選定し，これ

らの徴気象実態調査を行った結果，促音室のダクトか

ら吹き出される気流が若干虫過ぎるのではないかと思

われたので本試験を行い，催青中の気流が蚕踵の解化

および臨蚕にどの様な影響を及ぼすかについて調査し

た結果，2，5の知見を得たので報告する。

2　試　験　方　法

1　気流が蚕種の脾化に及ぼす影響試験

供試蚕品種として日151号×支151号，共栄×新

白の越年種，2品種を各区約1，000粒張り合わせて2

連制とし，試験区として空調室内に扇風機を置き，エ

コー精機製の熱線微風計により無気流区，10の花／∫‘e

区，50の／∫紺区，50（明／川ご　区の4試験区を設定し

た。試験中の温度は28℃，湿度は85多とし催青を続

け，帰化当日より4日間にわたり解化状態について調

査を行った。

2　気流が幾重に及ぼす影響試験

供武重品種として現在県内で主に普及飼育されてい

る春蚕用品種である春月×宝鐘，郡華×芳春，寺領×

鐘月，神春×巣月，太平×長乳　郡春×皇・栄の8品

種を用いた。試験区は1の試験と同様にして無気流区，

18ぶ竹／♂1トご区，50の′／∫‘e区，50叩／♂1トe区の4区を設

けた。煉蚕は1区0．5g（約800頚）を秤量しシャーレ

に入れ，温度2°℃，湿度85帝とした。

5　試　験　結　果

気流が蚕種の特化に及ぼす影響試験結果は第1表に

示すとおりであった。

無気流区は両品種いずれも僻化がばらつき，発蟻歩

合は48時間までで日151号×支151号が8791‰共

栄×新白が75．45啓と他試験区に比較し，発蟻歩合が悪

くなった。また，気流の強弱により要催青日数が異な

り，気流の強い区ほど短い傾向がうかがわれた。
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第1表　気流別発鎮歩合調査結果

品　 種　 名 試　 験　 区 2 4 時 間 4 8 時 間 7 2 時 間 9 d 時 間 最 多 2 日 炸 化 指 数 稔 幹 化 歩 合

日 1 5 1 号 ×支 1 5 1 号

無　 気　 流

　 帝

1．5

多 痴 痴 　 努

9 5 ．2

　 ％

9 7 98 6．4 1 0．8 1，5

1 0 の ／8 e e 0．5 9 5 ．5 5 ．5 0．8 9 4 ．7 9 5 ．9

5 0 の ／ 8 8 C 2 ．2 9 8 ．5 1．5 －
9 7 8 9 8 ．9

5 0 C秒 ／8 0 C 0．4 9 ス 5 1．1 1．1 9 4 ．2 9 5 ．7

共　 栄　 ×　 新　 白

無　 気　 流 1．4 7 2 ．1 2 5 ．5 1．0 9 5 ．7 9 8 ．1

1 0 m ／ 8 e C 1．2 8 8 ．5 1 1．7 0 ．9 9 5，9 9 5 ．9

5 0 d Ⅵ／ 8 8 e 2 ．1 8 ム 2 1 1．5 0 ．5 9 5 ．7 9 8 ．0

5 0 の ／ 8 0 C 2 ．0 9 0 ．9 8 ．7 0．5 9 2 ．8 9 5．1

線形化歩合および実用醇化歩合は両品種とも50の′／

∫ge区と無気流区が高く，50（7㌢′∫紬区，10の／∫¢e

区は低くなった。

また，総発蟻蚕を100とし発鶴の斉一度を見ると10

の砂′／∫1，e区が一番良く，気流が強くなるに従い低くな

り，無気流区が一番低くなる傾向がみられたが大差は

第2表　経時的策死蚕歩合

なかった。

気流が蟻蚕におよぽす影響試験については，試験区

別による8品種平均の経時的詫死霊歩合および平均生

命時数を調査した。その結果は第2表に示すとおりで

あった。

（6品種平均）

試 験　　　 時 数 2 4 時 間 4 8 時 間 7 2 時 間 9 6 時 間 12 0 時 間 1 4 4 時 間 平 均 生 命 時 数

無　　 気　 沈

多 痴 努 帝 喀 珍 時 間

1．5 1．1 2 8 ．8 5 7 1 2 鼠 5 2 ．1 9 8

1 0 C 砂 ／8 e e 4 ．8 5 5．2 4 5 ．4 1 6 ．4 0 ．5 － 7 0

5 0 m 間／ 8 0 e 8 ．9 5 2 ．0 5 父 5
－ － － 5 5

5 0 の花／／8 0 C 1 1．7 7 5．5 1 4 ．2 0 ．8 － － 4 9

温　度　2d℃
湿　度　85痴

これによると無気流区の生命時数は98時間，川の狩

／∫紺区は70時間，50叩／♂‘e区は55時間，50（巧／

∫‘e区は49時間となり，’無気流区と10の・／∫ge　区の

差が26時臥10C〝レ／Me区と50叩／∫紺区の差が15

時間，50く7〆′∫紺区と50仰′′∫紺区の差が8時間とな

り，無気流区と有気流区との差がかなり大きく，特に

50弼／♂1Ze区は無気流区のケ妄前後の生命時数となり，

第5表　品種別の平均生命時数

臨蚕に対し気流が大きな影響を持つことが判明した。

また，これらを各品種別に見ると第5表のとおりで

あった。無気流区をみると平均生命時数が100　時間

を越えるものが太平×長安など5品種もあったが，他

方短い品種は郡春×豊・巣（85時間），郡華×芳春

（74時間）などで，品種により生命時数にかなりの

ばらつきがみられた。

（単位：時数）

試 験 区　　 品 種 名 春 月 × 宝 鐘 郡 華 × 芳 春 春 嶺 × 鐘 月 神 春 × 栄 月 太 平 × 長 安 郡 春 × 豊 栄

無　 気　 流 1 0 7 8 7 4 ．9 1 1 5 ．0 8 6 ．9 1 1 0 ．7 8 5 ．2

1 0 CW ／8 e C 8 0．0 4 貸 7 5 4 ．1 d 8 ．1 8 5 ．9 5 8 ．4

5 0 c m ／ 8 0 C 6 4 ．° 4 1．2 5 貸 4 5 8 ．0 8 5 ．5 4 5 ，5

5 0 の ／ s O C 占 8 ．0 5 7 ° 4 7 0 4 7 5 4 8 ．8 4 4 ．9

平 均 生 命 時 数 8 0．0 5 0．8 6 8 ．4 8 4 ．8 7 7 1 5 8 ．5
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10（巧／∫ごりこなると最高の生命時数が太平×長安の

84時間，最低が都華×芳春の50時間となり，各品種

間にかなりの差がみられた。さらに50のル／∫紺になる

と最高が太平×長安，春月×宝鐘の85時間であり，

短い品種が郡春×豊・栄，郡華×芳春の4d時間，41

時間などであり，長い品種と類い品種の差は24時間

前後になり品種間の差は小さくな【た。50叩／∫紺に

なると春月×宝鐘の88時間を険いては，太平×長安

など4品種が45～49時間となり郡華×芳春が58時

間で最低となった。これにより気流が弱い場合に生命

時数の長い品種と短い品種の差は明確になるが，強い

場合にはその差は明確ではない。以上4試験区を平均

して見ると，気流に対する平均生命時数が長い品種は

春月×宝鐘の80時間，次いで太平×長安（77時間），

春嶺×鐘月（88時間），神春×栄月（‘5時間），郡

春×豊・巣（59時間），郡華×芳春（51時間）とな

り，品種間で最大29時間の差が生じ，蚕品種間にか

なりの差があることが判明した。

また，蚕卵および壊蚕の重量との関係については検

討中である。

以上，気流が蚕種および臨蚕に及ぼす影響試験結果

について述べたが，現場の催青所においてはよ‾り複雑

な気流の動きがあるためさらに検討を加えていきたい。

家蚕雌桶体に移植した蛾の未発育卵母細胞の発育について

戸谷　和夫・八鍬　春美

（虔林蚕試新庄原蚕種試）

家蚕蛾の卵巣管内には産下されるべき完成卵が1卵

巣管当たり数十粒あってその上部には未発育に終わる

卵母細胞が多数残存している。この兼発育卵細胞を含

む卵巣管を嫡齢の若い桶に移植する実験を行い，二，

三の知見を得たので報告する。

1　材料および実験方法

供試蚕品種には日151号を用いた。移植卵巣管は，

いずれの実験区においても，羽化した蛾を0．75喀生

理食塩水中で解剖し完成卵を除いた上部の未発育部分

で，これをあらかじめ4齢幼虫初期に卵巣を除去して

おいた化嫡2日目の無卵巣蛸に移植した。移植は未発

育卵巣管を生理食塩水とともに注入する方法を用いた。

移植後は宿主桶を25℃室に置き羽化後解剖して完成

卵数を数えた。

実験は次の2項目について行った。

実験1　羽化後の経過日数と未発育卵母細胞の完成

卵形成能力

羽化当日，2日目，5日目の蛾より未発育部分をと

り，化桶2日目の無卵巣婦に移植し，羽化後それぞれ

の完成卵数を数えた。

実験2　未発育卵母細胞の継代的移植

羽化後の蛾から未発育部分をとり，化桶2日目の無

卵巣婦に移植した。これを第1宿主とし，第1宿主が

羽化した後，解剖して移植卵巣管の完成卵数を数えて

除き，その上部に存在する未発育部分を再び化輌2日

目の無卵巣踊（第1宿主となる）に移植した。第2宿

主が羽化した後に第1宿主と同じ調査を行い，その未

発育部分をさらに化蛸2日目の無卵巣桶（第5宿主と

なる）に移植した。

2　実　験　結　果

実験1　羽化後の経過日数と未発育卵母細胞の完成

卵形成能力（経日的変化）

その結果を第1表に示した。

第1表　羽化後の未発育卵母細胞の
完成卵形成能力（佳日的変化）

提供者の卵巣　の状態

詞 受領者
項 目

未発育卵母細胞 を採取 した時期

羽化 当日 羽化2 日目 羽 化 5 日目

化蛸 2 日目

の無卵 巣蛸
同　 左 同　 左

調　 査　 頭　 数 2 4 頭 1 9 頚 1 8 頭

卵巣 発育頭 数 2 1 頭 目 頭 7 頭

造　　 卵　　 数 5～ 4 8 枚 1～ 4 1 粒 2～ 1 7 粒

第1表に見られるとおり，羽化当日移植区において

は調査頭数24頚のうち21頭に移植卵巣管の発育が

見られ，完成卵数も最高48粒が形成された。羽化2

日月区でも調査頭数19頚中18頭が発育し完成卵も

最高41粒が形成された。蛾の自然死に近い羽化5　日

目の未発育卵巣管を移植した実験区にあっても18頭

中7頭が発育し完成卵数も最高17粒が数えられた。

このように羽化当日区が最も多くの完成卵を形成し，

羽化後の経過日数が多くなるに従って移植卵巣の発育

頭数も完成卵形成数も順次減少したが，未発育に終わ


